
JP  2019-75303  A   2019.5.16

(57)【要約】

【課題】電池パックの内部空間において、酸素と可燃性

ガスとの混合を抑制することで電池パックの耐久性を維

持することができる電池パックを提供すること。

【解決手段】電池パック１は、筐体２と、筐体２の内部

空間２１の一部に収容される絶縁性の液体４と、内部空

間２１に収容され、かつ可燃性ガスＧを排出するガス排

出弁３３を有する複数個の電池３と、を備え、各電池３

は、ガス排出弁３３が鉛直方向下側に位置した状態で、

内部空間２１に収容され、絶縁性の液体４は、液面４１

がガス排出弁３３よりも鉛直方向上側に位置する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 筐 体 と 、

　 前 記 筐 体 の 内 部 空 間 の 一 部 に 収 容 さ れ る 絶 縁 性 の 液 体 と 、

　 前 記 内 部 空 間 に 収 容 さ れ 、 か つ 可 燃 性 ガ ス を 排 出 す る ガ ス 排 出 弁 を 有 す る 複 数 個 の 電 池

と 、 を 備 え 、

　 各 前 記 電 池 は 、 前 記 ガ ス 排 出 弁 が 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 し た 状 態 で 、 前 記 内 部 空 間 に 収 容

さ れ 、

　 前 記 絶 縁 性 の 液 体 は 、 液 面 が 前 記 ガ ス 排 出 弁 よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ ッ ク 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 絶 縁 性 の 液 体 は 、 液 面 が 各 前 記 電 池 の 正 極 端 子 よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る 、 こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 正 極 端 子 は 、 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 パ

ッ ク 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 電 池 パ ッ ク に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 電 気 車 両 （ Ｅ Ｖ ） 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 （ Ｈ Ｅ Ｖ ） 、 プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 （ Ｐ Ｈ

Ｅ Ｖ ） 等 の 車 両 は 、 駆 動 源 で あ る モ ー タ を 駆 動 す る 電 力 を 供 給 す る 電 源 と し て 、 例 え ば 電

池 パ ッ ク が 搭 載 さ れ て い る 。 電 池 パ ッ ク は 、 複 数 個 の 電 池 （ 二 次 電 池 ） が 収 容 さ れ て お り

、 各 電 池 が 直 列 お よ び ／ 又 は 並 列 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 各 電 池 で は 、 過 充 電 、 加 熱 、 外 部 か ら の 荷 重 に よ る 内 部 短 絡 な ど に よ り 電 池 の 内 部 の 圧

力 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 、 電 池 の 内 部 の 可 燃 性 ガ ス を 排 出 す る ガ ス 排 出 弁 が 形 成 さ れ て い

る 。 ま た 、 電 池 パ ッ ク の 内 部 に 送 風 機 を 配 置 し 、 電 池 パ ッ ク の 内 部 の 空 気 を 一 方 的 に 外 部

へ 放 出 す る こ と で 、 各 電 池 の ガ ス 排 出 弁 か ら 排 出 さ れ る 可 燃 性 ガ ス を 電 池 パ ッ ク の 外 部 へ

放 出 す る 技 術 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ４ ５ ４ ４ １ ９ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 電 池 パ ッ ク で は 、 電 池 パ ッ ク の 内 部 に 存 在 す る 酸 素 と 各 電 池

の ガ ス 排 出 弁 か ら 排 出 さ れ る 可 燃 性 ガ ス と が 電 池 パ ッ ク の 内 部 で 混 合 す る た め 、 改 善 の 余

地 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 電 池 パ ッ ク の 内 部 空 間 に お い て 、 酸 素

と 可 燃 性 ガ ス と の 混 合 を 抑 制 す る こ と で 電 池 パ ッ ク の 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 電 池

パ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 の 電 池 パ ッ ク は 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 部 空 間 の 一 部 に

収 容 さ れ る 絶 縁 性 の 液 体 と 、 前 記 内 部 空 間 に 収 容 さ れ 、 か つ 可 燃 性 ガ ス を 排 出 す る ガ ス 排
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出 弁 を 有 す る 複 数 個 の 電 池 と 、 を 備 え 、 各 前 記 電 池 は 、 前 記 ガ ス 排 出 弁 が 鉛 直 方 向 下 側 に

位 置 し た 状 態 で 、 前 記 内 部 空 間 に 収 容 さ れ 、 前 記 絶 縁 性 の 液 体 は 、 液 面 が 前 記 ガ ス 排 出 弁

よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ こ で 、 前 記 絶 縁 性 の 液 体 は 、 液 面 が 各 前 記 電 池 の 正 極 端 子 よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置

す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 前 記 正 極 端 子 は 、 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 す る こ と が 望 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 電 池 パ ッ ク は 、 絶 縁 性 の 液 体 で ガ ス 排 出 弁 を 覆 う こ と で 、 筐 体 の 内 部 空 間

に 酸 素 が 存 在 し て も 、 筐 体 の 絶 縁 性 の 液 体 中 に 可 燃 性 ガ ス が 存 在 す る こ と に な り 、 酸 素 と

可 燃 性 ガ ス と の 混 合 を 抑 制 で き 、 電 池 パ ッ ク の 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 に お け る 円 筒 型 の 電 池 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 形 態 に お け る 角 型 の 電 池 の 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 に お け る 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 形

態 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 下 記 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 に は

、 当 業 者 が 置 換 可 能 か つ 容 易 な も の 、 あ る い は 実 質 的 に 同 一 の も の が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ［ 実 施 形 態 ］

　 ま ず 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 実 施 形 態 に お け る 円 筒

型 の 電 池 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク の 正 面 図 で あ る 。 こ こ で

、 各 図 （ 図 ３ も 含 む ） の Ｘ 方 向 は 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク の 幅 方 向 で あ る 。 Ｙ 方 向

は 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク の 奥 行 方 向 で あ り 、 幅 方 向 と 直 交 す る 方 向 で あ る 。 Ｚ 方

向 は 、 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク の 鉛 直 方 向 で あ り 、 幅 方 向 お よ び 奥 行 方 向 と 直 交 す る

方 向 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ は 、 図 示 し な い 車 両 、 特 に 、 電 気 車 両 （ Ｅ Ｖ ） 、 ハ イ

ブ リ ッ ド 車 両 （ Ｈ Ｅ Ｖ ） 、 プ ラ グ イ ン ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 （ Ｐ Ｈ Ｅ Ｖ ） 等 の 、 駆 動 源 と し て

モ ー タ を 用 い る 車 両 に 搭 載 さ れ 、 駆 動 源 に 電 力 を 供 給 す る 電 源 と な る も の で あ る 。 電 池 パ

ッ ク １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 筐 体 ２ と 、 複 数 個 の 電 池 ３ と 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ と 、 を 含 ん

で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 筐 体 ２ は 、 複 数 個 の 電 池 ３ お よ び 絶 縁 性 の 液 体 ４ を 収 容 す る も の で あ る 。 筐 体 ２ は 、 筐

体 ２ の 外 表 面 が 車 両 外 か ら 取 り 込 ま れ た 外 気 等 の 外 部 の 熱 媒 体 と 接 触 可 能 な 場 所 に 設 け ら

れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お け る 筐 体 ２ は 、 内 部 空 間 ２ １ を 有 す る 箱 型 の 形 状 に 形 成 さ れ る

。 筐 体 ２ は 、 熱 伝 導 性 を 有 す る も の で あ り 、 例 え ば 、 鉄 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 に よ り 構 成

さ れ る 。 筐 体 ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 蓋 ２ ２ に よ り 内 部 空 間 ２ １ が 閉 塞 さ れ る 。 筐 体 ２

は 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ が 収 容 さ れ る こ と か ら 、 防 水 性 が 要 求 さ れ る た め 、 本 実 施 形 態 で は 、

筐 体 ２ と 蓋 ２ ２ と の 間 に 防 水 構 造 が 形 成 さ れ 、 内 部 空 間 ２ １ が 密 閉 さ れ る 。 な お 、 密 閉 さ

れ た 内 部 空 間 ２ １ に は 、 酸 素 を 含 む 空 気 ２ ３ が 存 在 し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 複 数 個 の 電 池 ３ は 、 そ れ ぞ れ が 充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 で あ り 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に

収 容 さ れ 、 筐 体 ２ に 保 持 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ

う に 、 軸 方 向 に 延 在 す る 円 筒 型 の リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 で 構 成 さ れ 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １
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に お い て 幅 方 向 （ Ｘ 方 向 ） お よ び 奥 行 方 向 （ Ｙ 方 向 ） に 配 列 さ れ る 。 複 数 個 の 電 池 ３ は 、

正 極 端 子 ３ １ と 、 負 極 端 子 ３ ２ と 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ と を 有 す る 。 正 極 端 子 ３ １ は 、 軸 方 向

の 両 端 部 の う ち 、 一 方 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 負 極 端 子 ３ ２ は 、 軸 方 向 の 両 端 部 の う ち

、 他 方 の 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お け る 各 電 池 ３ は 、 軸 方 向 を 鉛 直 方 向 と 平

行 に 、 正 極 端 子 ３ １ が 鉛 直 方 向 下 側 と な る 状 態 で 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 収 容 さ れ る 。

つ ま り 、 正 極 端 子 ３ １ は 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 し 、 負 極 端 子 ３ ２ は 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る

。 な お 、 各 電 池 ３ は 、 隣 接 す る 他 の 電 池 ３ と 、 図 示 し な い バ ス バ ー を 介 し て 電 気 的 に 接 続

さ れ る 。 例 え ば 、 一 方 の 電 池 ３ の 正 極 端 子 ３ １ は バ ス バ ー を 介 し て 他 方 の 電 池 ３ の 負 極 端

子 ３ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 一 方 の 電 池 ３ の 負 極 端 子 ３ ２ は バ ス バ ー を 介 し て 他 方 の 電 池

３ の 正 極 端 子 ３ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 バ ス バ ー と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 正 極 端 子 ３ １ は

、 過 充 電 、 加 熱 、 外 部 か ら の 荷 重 に よ り 、 例 え ば 、 正 極 端 子 ３ １ と バ ス バ ー と の 間 で 放 電

が 行 わ れ る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ は 、 過 充 電 、 加 熱 、 外 部 か ら の 荷 重 に よ る 内 部 短 絡 な ど に よ り 電 池 ３ の

内 部 の 圧 力 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に お い て 、 電 池 ３ の 内 部 に 発 生 す る 可 燃 性 ガ ス Ｇ を 排 出

す る 排 出 弁 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お け る ガ ス 排 出 弁 ３ ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に

、 正 極 端 子 ３ １ の 外 周 面 に お い て 、 周 方 向 に 複 数 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ガ ス 排 出 弁 ３

３ は 、 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 す る 。 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ は 、 電 池 ３ の 内 部 の 圧 力 に 応 じ て 、 電 池

３ と 外 部 と の 連 通 遮 断 を 調 整 す る 調 整 機 構 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ こ で 、 電 池 ３ は 、 過 充 電 、 加 熱 、 外 部 か ら の 荷 重 に よ る 内 部 短 絡 な ど に よ り 内 部 の 圧

力 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に お い て 、 内 部 に 可 燃 性 の ガ ス で あ る 可 燃 性 ガ ス Ｇ が 発 生 す る こ

と が あ る 。 電 池 ３ の 内 部 に 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス Ｇ は 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ が 開 弁 す る と 、 電 池

３ の 外 部 、 す な わ ち 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 排 出 さ れ る こ と と な る 。 可 燃 性 ガ ス Ｇ は 、 電

池 ３ を 構 成 す る 材 料 に よ っ て 変 化 す る も の で あ る が 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 で あ る 場 合 、 水

素 、 一 酸 化 炭 素 、 メ タ ン 、 エ チ レ ン 、 エ タ ン 、 炭 酸 ジ メ チ ル （ Ｄ Ｍ Ｃ ） 、 エ チ ル メ チ ル カ

ー ボ ネ ー ト （ Ｅ Ｍ Ｃ ） 、 ジ エ チ ル カ ー ボ ネ ー ト （ Ｄ Ｅ Ｃ ） な ど で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 絶 縁 性 の 液 体 ４ は 、 絶 縁 性 を 有 す る 液 体 で あ る 。 絶 縁 性 の 液 体 ４ は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン

オ イ ル 、 パ ラ フ ィ ン 、 フ ッ 素 系 不 活 性 液 体 な ど で あ る 。 絶 縁 性 の 液 体 ４ は 、 図 ２ に 示 す よ

う に 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ の 一 部 に 収 容 さ れ る 。 つ ま り 、 内 部 空 間 ２ １ は 、 絶 縁 性 の 液

体 ４ に よ り 全 て が 充 填 さ れ て い な い 。 絶 縁 性 の 液 体 ４ は 、 液 面 ４ １ が 正 極 端 子 ３ １ お よ び

ガ ス 排 出 弁 ３ ３ よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る よ う に 、 内 部 空 間 ２ １ に 収 容 さ れ る 。 つ ま

り 、 正 極 端 子 ３ １ お よ び ガ ス 排 出 弁 ３ ３ は 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ で 覆 わ れ て い る 。 こ こ で 、 車

両 の 走 行 時 お よ び 停 車 時 の 道 路 状 況 、 例 え ば 、 坂 道 を 走 行 状 態 ま た は 坂 道 に 停 車 状 態 に あ

る 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 池 パ ッ ク ３ は 、 水 平 方 向 に 対 し て 傾 斜 す る 。 本 実 施 形 態 に お け る 絶

縁 性 の 液 体 ４ は 、 車 両 の 走 行 停 車 状 態 を 考 慮 し て 、 例 え ば 、 液 面 ４ １ が 各 電 池 ３ に 対 し て

傾 斜 し て も 、 液 面 ４ １ が 正 極 端 子 ３ １ お よ び ガ ス 排 出 弁 ３ ３ よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す

る よ う に 、 内 部 空 間 ２ １ に 対 す る 絶 縁 性 の 液 体 ４ の 収 容 量 が 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ の 組 み 立 て に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 作 業 員 は

、 蓋 ２ ２ が 取 り 外 さ れ た 状 態 の 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 、 複 数 個 の 電 池 ３ を 収 容 す る 。 こ

の と き 、 正 極 端 子 ３ １ が 鉛 直 方 向 下 側 と な る 状 態 、 す な わ ち 正 極 端 子 ３ １ が 内 部 空 間 ２ １

を 構 成 す る 底 面 と 対 向 す る よ う に 、 複 数 個 の 電 池 ３ を 内 部 空 間 ２ １ に 収 容 し 、 筐 体 ２ に 対

し て 固 定 す る 。 次 に 、 作 業 員 は 、 隣 接 す る 電 池 ３ 間 を バ ス バ ー に よ り 電 気 的 に 接 続 す る 。

次 に 、 作 業 員 は 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ を 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ の 一 部 に 収 容 す る 。 次 に 、 作 業

員 は 、 筐 体 ２ に 蓋 ２ ２ を 取 り 付 け て 密 閉 に す る こ と に よ り 電 池 パ ッ ク １ を 組 み 立 て る 。 こ

の と き 、 密 閉 さ れ た 内 部 空 間 ２ １ に は 、 酸 素 を 含 む 空 気 ２ ３ が 存 在 す る 。 次 に 、 電 池 パ ッ

ク １ を 車 両 等 に 設 置 し 、 電 池 パ ッ ク １ と 駆 動 源 で あ る モ ー タ 等 と を 接 続 す る 図 示 し な い 電

線 を 接 続 す る こ と で 、 モ ー タ 等 に 電 力 が 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ は 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ を 絶 縁 性 の 液 体 ４

で 覆 っ て い る 。 従 っ て 、 過 充 電 、 加 熱 、 外 部 か ら の 荷 重 に よ る 内 部 短 絡 な ど に よ り 電 池 ３

の 内 部 の 圧 力 が 異 常 に 上 昇 す る こ と で 、 電 池 ３ の 内 部 に 発 生 し た 可 燃 性 ガ ス Ｇ が ガ ス 排 出

弁 ３ ３ か ら 電 池 ３ の 外 部 に 排 出 さ れ て も 、 排 出 箇 所 に 絶 縁 性 の 液 体 ４ が 充 填 さ れ て い る た

め 、 可 燃 性 ガ ス Ｇ は 絶 縁 性 の 液 体 ４ 中 に 存 在 す る こ と と な る 。 一 方 、 可 燃 性 ガ ス Ｇ に よ る

出 火 の 可 能 性 を 高 め る 酸 素 は 、 内 部 空 間 ２ １ に 存 在 す る も の の 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ 中 に 存 在

し な い 。 つ ま り 、 可 燃 性 ガ ス Ｇ が 内 部 空 間 ２ １ に 存 在 す る こ と が あ っ て も 、 内 部 空 間 ２ １

の 酸 素 と は 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ に よ り 混 合 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 酸 素 と 可 燃

性 ガ ス Ｇ と の 混 合 に 起 因 す る 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た

、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 対 し て 複 数 個 の 電 池 ３ が 収 容 さ れ た 状 態 で は 、 各 電 池 ３ の ガ ス

排 出 弁 ３ ３ が 鉛 直 方 向 下 側 に 位 置 す る の で 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ が 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る 場

合 と 比 べ 、 内 部 空 間 ２ １ に 対 す る 液 面 ４ １ を 鉛 直 方 向 下 側 と す る こ と が で き る 。 つ ま り 、

本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ に お い て 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ を 覆 う 絶 縁 性 の 液 体 ４ の 使 用

量 を 抑 制 す る こ と が で き 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ の 熱 膨 張 に よ り 、 筐 体 ２ の 内 圧 が 上 昇 す る こ と

を 抑 制 で き 、 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ は 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ に よ り 正 極 端 子 ３ １ が 覆 わ

れ て い る 。 従 っ て 、 酸 素 と 可 燃 性 ガ ス Ｇ と の 混 合 に 起 因 す る 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の 低 下

の 抑 制 の み な ら ず 、 正 極 端 子 ３ １ か ら の 放 電 に 起 因 す る 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の 低 下 も 抑

制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ は 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 対 し て 複 数 個 の 電

池 ３ が 収 容 さ れ た 状 態 で は 、 各 電 池 ３ の ガ ス 排 出 弁 ３ ３ お よ び 正 極 端 子 ３ １ が 鉛 直 方 向 下

側 に 位 置 す る の で 、 正 極 端 子 ３ １ を 絶 縁 性 の 液 体 ４ で 覆 う と と も に 正 極 端 子 ３ １ が 鉛 直 方

向 上 側 に 位 置 す る 場 合 と 比 べ 、 内 部 空 間 ２ １ に 対 す る 液 面 ４ １ を 鉛 直 方 向 下 側 と す る こ と

が で き る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ に お い て 、 酸 素 と 可 燃 性 ガ ス Ｇ と の

混 合 お よ び 正 極 端 子 ３ １ か ら の 放 電 に 起 因 す る 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の 低 下 の 抑 制 の み な

ら ず 、 ガ ス 排 出 弁 ３ ３ を 覆 う 絶 縁 性 の 液 体 ４ の 使 用 量 を 抑 制 す る こ と が で き 、 絶 縁 性 の 液

体 ４ の 熱 膨 張 に よ り 、 筐 体 ２ の 内 圧 が 上 昇 す る こ と を 抑 制 で き 、 電 池 パ ッ ク １ の 耐 久 性 の

低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 記 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ は 、 電 池 ３ を 円 筒 型 の リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 と し た が

、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 図 ３ は 、 実 施 形 態 に お け る 角 型 の 電 池 の 斜 視 図 で あ る

。 電 池 １ ０ は 、 角 型 の リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 電 池 １ ０ は 、 上 下

方 向 の う ち 、 一 方 に 正 極 端 子 １ ０ １ 、 負 極 端 子 １ ０ ２ お よ び ガ ス 排 出 弁 １ ０ ３ が 形 成 さ れ

て い る 。 各 電 池 １ ０ は 、 上 下 方 向 を 鉛 直 方 向 と 平 行 に 、 正 極 端 子 １ ０ １ 、 負 極 端 子 １ ０ ２

お よ び ガ ス 排 出 弁 １ ０ ３ が 鉛 直 方 向 下 側 と な る 状 態 で 、 筐 体 ２ の 内 部 空 間 ２ １ に 収 容 さ れ

る 。 つ ま り 、 正 極 端 子 １ ０ １ 、 負 極 端 子 １ ０ ２ お よ び ガ ス 排 出 弁 １ ０ ３ は 鉛 直 方 向 下 側 に

位 置 す る 。 こ こ で 、 絶 縁 性 の 液 体 ４ は 、 液 面 ４ １ が 正 極 端 子 １ ０ １ 、 負 極 端 子 １ ０ ２ お よ

び ガ ス 排 出 弁 １ ０ ３ よ り も 鉛 直 方 向 上 側 に 位 置 す る よ う に 、 内 部 空 間 ２ １ に 収 容 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 電 池 パ ッ ク １ で は 、 電 池 ３ ， １ ０ を リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 と

し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 可 燃 性 ガ ス Ｇ が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 電 池 で あ

れ ば よ く 、 例 え ば ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 な ど で あ っ て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 １ 　 電 池 パ ッ ク

　 ２ 　 筐 体

　 ２ １ 　 内 部 空 間
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　 ２ ２ 　 蓋

　 ２ ３ 　 空 気

　 ３ 　 電 池

　 ３ １ 　 正 極 端 子

　 ３ ２ 　 負 極 端 子

　 ３ ３ 　 ガ ス 排 出 弁

　 ４ 　 絶 縁 性 の 液 体

　 ４ １ 　 液 面

　 １ ０ 　 電 池

　 １ ０ １ 　 正 極 端 子

　 １ ０ ２ 　 負 極 端 子

　 １ ０ ３ 　 ガ ス 排 出 弁

　 Ｇ 　 可 燃 性 ガ ス

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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